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■ NVIDIA の株価はなんで⾼い？ 
 

ChatGPT 以降、NVIDIA（エヌビディア）の株価が半端ない、というニュースを⽿にします。⿊い
⾰ジャンを着た CEO（ジェンスン・フアン⽒）もよく⾒かけますよね。 
NVIDIA は、1993 年にカリフォルニア州で設⽴された半導体メーカーです（Amazon の設⽴は 1994
年）。この NVIDIA は設⽴当初から、GPU（ジーピーユー）という演算装置を作ってきました。名
前は CPU に似ていますが、まったく違う役割の部品です。CPU との簡単な関係を書きました。 
 

 
図：CPU と GPU 

90 年代にマルチメディア（とくに 3D グラフィックを多⽤するゲーム機）が登場した際、当時の
CPU の能⼒では「スムーズに３D 画像を動かす」ことができませんでした。そこで、ディスプレイ
を制御するチップを（CPU から）分けようという考え⽅が⽣まれました。それが GPU です。 
 
この GPU が脚光を浴びたのが、（畑違いの）ビットコインと AI でした。 
下は弊社オクトパスの AI のために、PC に取り付けた NVIDIA 製のグラフィックボード（GeForce 
GTX1080Ti）。ファンしかみえていませんが、ゴツい代物です。 

 
図：NVIDIA 製 GeForce GTX1080Ti 搭載のグラボ 

さて、上の GPU のコア数は 3,845 コア。普通の CPU は 4 コア。すごい違いですが、これは CPU
（Intel）が⾼密度での⾼速化を指向したのにたいして、NVIDIA が多コアによる並列処理で⾼速化
を指向したためです。 
そして、ビットコインのマイニングや、AI（DNN）のトレーニングという超⾼負荷な処理が、ベン
チャー企業で初めて可能になったのは、それらの計算が GPU による並列計算で可能になったから。 
つまり、 

No GPU, No AI 
なんです。ChatGPT 後、世界中の IT ⼤⼿が⽣成 AI にやっきになっています。ChatGPT のような
超巨⼤なモデルのためには、GPU はいくらでも必要です。これが株⾼の理由です。 


